
　従来の「専守防衛」を転換する岸田政権の「敵基地攻撃能力」は、日本が
海外の戦争に参加する危険を呼び込み、住民を危険にさらしかねません。軍事費
を2倍に増やすことで、くらしの予算が削減され、増税につながる可能性もあります。
　いのちとくらしを脅かす「大軍拡」「抑止力」から、憲法 9 条いかし東南アジア
に学んだ平和外交への転換が必要です。

航空自衛隊府中基地 宇宙作戦群

核攻撃に備えた強靭化工事がすすむ

命を守るために戦争しない政治に転換を
岸田政権による「敵基地攻撃能力」保有によって
自衛隊基地が他国の脅威とみなされる危険

有事の際に府中が戦争に巻き込まれる？
防衛省は住民の不安にこたえた説明を！

　岸田政権は閣議決定した安保３文書に基づき「ねばり強く戦い続ける」能力を持つため「核攻撃」

に備えた自衛隊基地強靭化を進めています。

　敵基地攻撃能力の行使により日本が他国から反撃を受ければ、周辺住民に被害が及ぶのは避けられません。

2022年に宇宙作戦群として改編された自衛隊府中基地では、全国5か所で進められている「（核爆発を利用した）

電磁パルス攻撃に備えた防護措置」が計画されてるとの報道もあります。

　これらの動きに対し「府中が戦争に巻き込まれてしまうのでは」と不安の声が寄せられています。

　岸田政権が閣議決定した「安保3文書」では「宇宙の安全保障分野

での対応能力を強化」することが強調されました。

　自衛隊「宇宙作戦群」は軍事を含む日本の人工衛星を監視し、宇宙

ゴミや他国の脅威から人工衛星を守る役割を担います。「敵基地攻撃能

力」行使に欠かせない「ミサイル誘導」などの任務は「想定していない」

とされていますが、人工衛星の監視・防衛そのものが日本のミサイル

運用、宇宙軍事作戦に欠かせない役割であるため、有事の際に他国か

ら脅威とみなされる危険は否定できません。
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　仮に強靭化によって核攻撃から自衛隊基地は守られても、周辺住民はどうなってしまうのでしょうか。3月27日

におこなった防衛省ヒアリングでは「『防衛能力に関わる話』はお答えできない」との回答でしたが、強靭化の中身

や防衛省が想定する「脅威」について住民にキチンと説明する必要があるのではないでしょうか。

住民の命を脅かす大軍拡は許せません

裏面の記事もぜひお読みください

3月27日衆議院第一会館にて
日本共産党府中市議団とからさわ予定候補

府中基地の強靭化工事について

防衛省ヒアリングを実施



https://lin.ee/Bsp2vrn 
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